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1.  会 社 概 要  

(1) 事業所及び代表者氏名 

事業所名 ：株式会社粂田商店 

代表者氏名：代表取締役社長 粂田一郎 

(2) 所在地 

本社･工場 〒421-0421 

静岡県牧之原市細江 3247 

(3) 環境管理責任者 

環境管理責任者氏名：粂田良 

連絡先 TEL<0548>22-2101   Mail kumeta-s@gol.com 

(4) 事業概要 

ポリエチレン袋の製造・印刷・販売、包装資材販売 

(5) 事業規模 

従業員数：8 名 (2022 年度) 

床面積 ：1,264 ㎡ 

(6) 対象範囲 

① 認証･登録範囲 

全組織・全活動 

② 活動レポートの対象期間及び発行日 

対象期間：2022 年 7 月 1 日～2023 年 6 月 30 日 

発行  ：2023 年 11 月 27 日 



 

 3  

2.  環 境 経 営 方 針  

 

環 境 経 営 方 針  

＜基本理念＞ 

株式会社粂田商店は、人々に新たな価値をもたらす製品、サービスの創造をしていく

とともに、全社員が共通のビジョンを持ち、自主的・積極的に、環境保全活動に取り

組みます。 
 

＜行動指針＞  

1. 資源の効率的な活用と作業効率の向上に努めます 

2. 省エネルギーを推進し、二酸化炭素排出量の削減に努めます 

3. 廃棄物の削減とリサイクルを推進します 

4. 化学物質の適切な管理、使用量の削減に努めます 

5. PDCA サイクルによる、環境経営の継続的改善をします 

6. 環境に関する法規制・取り決め事項を遵守します 

7. 地域社会の環境保全に、責任ある対応を行います 

8. 全社員が高い意識で環境保全に貢献できるよう、環境教育を推進します 

9. 環境保全に関する、情報開示を積極的に行います 
 

制定日：2018 年 2 月 27 日 

改定日：2019 年 7 月 29 日 
 

株式会社粂田商店  

代表取締役 粂田 一郎 
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3.  環 境 経 営 推 進 体 制  

 
 
 
 
 
 
  

担当 権限と役割 

代表 

① 環境経営全般に関する責任と権限 

② 環境経営に必要な資源の準備 

③ 環境経営システムの評価と見直し 

経営会議 

① エコアクション 21 に関する活動内容の審議 

② 環境目標,環境経営計画の確認 

③ 環境活動実施結果の評価と改善点の確認 

環境管理責任者 

① 環境経営システムの運用･管理 

② 環境経営目標,環境経営計画,レポートの作成 

③ 代表への取組状況の報告 

事務局 

① 環境経営目標、環境経営計画の進行管理 

② 法規制の遵守状況確認 

③ 文書･記録の管理 

各工場,営業,配送担当者 

① 現場での環境経営計画の実施 

② 問題点、改善点の提起 

③ 環境保全活動、環境教育の推進 

経営会議 

代表者：社長 

環境管理責任者：粂田 

事務局：洞口 

本社工場 

大石,山崎 

配送･倉庫 

増田 

印刷工場 

松本 

営業 

柚田 
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4.  環 境 経 営 目 標  

 
我が社は、事業活動により発生する環境負荷量の変動が大きいことから、環境経営目標の

設定方法として「スライド方式」を採用している。 

(1) 短期の環境経営目標 

1. 購入電力の二酸化炭素係数は、中部電力 2020 年度の調整後排出係数「0.379kg-CO2/kWh」を使用 

 

項目  単位 

基準 

2021 年度 

2021 年 7 月∼2022 年 6 月 

目標 

2022 年度 

2022 年 7 月∼2023 年 6 月 

1 二酸化炭素排出量 
排出量 kg-CO2 34,429 34,085 

基準年度比 %  -1.0% 

2 電力 

実量 Kwh 35,294 35,118 

基準年度比 %  -0.5% 

3 ガソリン 

実量 L 5,001 4,976 

基準年度比 %  -0.5% 

4 軽油 

実量 L 3,116 3,085 

基準年度比 %  -1.0% 

5 灯油 

実量 L 537 534 

基準年度比 %  -0.5% 

6 LPG 

実量 kg 15.20 15.12 

基準年度比 %  -0.5% 

7 水使用量 

実量 m3 392 390 

基準年度比 %  -0.5% 

8 化学物質 

  適正管理する 適正管理する 

    

9 
資源 

(クラフト紙) 

実量 kg 900 896 

基準年度比 %  -0.5% 

10 一般廃棄物 

実量 kg 620 617 

基準年度比 %  -0.5% 

11 環境に配慮した製品の提案  件 6 件 7 件 
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(2) 中期の環境経営目標 

 

1. 購入電力の二酸化炭素係数は、中部電力 2020 年度の調整後排出係数「0.379kg-CO2/kWh」を使用 
 

 
項目  単位 

2021 年度実績 

基準 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 

2025 年度 

目標 

1 
二酸化炭素 

排出量 

排出量 kg-CO2 34,429 33,913 33,740 33,568 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

2 電力 

実量 Kwh 35,294 34,765 34,588 34,412 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

3 ガソリン 

実量 L 5,001 4,926 4,901 4,876 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

4 軽油 

実量 L 3,116 3,054 3,038 3,023 

基準年度比 %  -2.0% -2.5% -3.0% 

5 灯油 

実量 L 537 529 526 524 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

6 LPG 

実量 kg 15.20 14.97 14.90 14.82 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

7 水使用量 

実量 m3 392 386 384 382 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

8 化学物質 

実量  適正管理する 適正管理する 適正管理する 適正管理する 

基準年度比      

9 
資源 

(クラフト紙) 

実量 kg 900 882 878 873 

基準年度比 %  -2.0% -2.5% -3.0% 

10 一般廃棄物 

実量 kg 620 611 608 605 

基準年度比 %  -1.5% -2.0% -2.5% 

11 
環境に配慮した

製品の提案 
 件 6 件 6 件 7 件 8 件 
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5.  環 境 経 営 計 画  

 
 
 

項目 活動内容 責任者 日程 

① 電気使用量の削減 

 製造の効率化(設備稼働日数の削減) 

松本 通年  日中、不要時の消灯、電源 off(設備,PC) 

 空調の適温化 

② ガソリン、軽油使用量削減 

 配送、営業の効率化(ルート選定) 

増田 通年  エコドライブ(燃費管理) 

 倉庫の 5S、動線の改善 

③ 灯油、LPG 使用量削減 

 必要な区域や時間に限定して使用 

大石 

山崎 
通年  断熱シート等で、熱のロスを防ぐ 

 保温用ポットの使用 

④ 水使用量の削減 
 節水の呼びかけ 

増田 通年 
 車両、装置洗浄における水使用量の削減 

⑤ 化学物質の削減 
 トルエン排出量の削減 

松本 通年 
 インキ、溶剤の適正発注、適正管理 

⑥ 資源の有効活用 

 資材の再利用(クラフト紙等) 

洞口 通年  簡易包装の徹底 

 包装単位、包装形状の考察 

⑦ 一般廃棄物の削減 

 製品ロスの削減 

粂田 通年 

 再生製品の製造量の拡大 

 分別の徹底(廃プラスチック、紙) 

 コピー用紙、封筒の再利用 

 FAX の PDF 化 

 再資源化の推進(紙管、パレット) 

⑧  環境に配慮した製品の提

案 

 再生原料製品の代替提案 

 原料使用量を抑えた製品の開発・提案 

 バイオマス製品の提案 

柚田 通年 

⑨ 環境教育、環境美化活動 
 全社員で環境目標の共有 

全員 
1/10 

 工場周辺の緑化に取り組む 通年 
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6.  環 境 経 営 目 標 の 実 績 と 評 価  

 
 
 

項目  単位 
2022 年度 

目標値 

2021 年度 

実績値 
評価 コメント 

二酸化炭素 

排出量 

排出量 kg-CO2 34,085 35,509 

△ 
 ガソリンが前年比増となり、目標

に届かなかった 
目標値比 % -1.0% +4.18% 

電力 

実量 Kwh 35,118 35,433 
△ 

 12 月末に水銀灯の LED 化をした

効果が出始めた 
目標値比 % -0.5% +0.90% 

ガソリン 

実量 L 4,976 5,673 

×  遠方への営業、物量が増加 

目標値比 % -0.5% +14.01% 

軽油 

実量 L 3,085 2,941 
○  配送効率が改善されている 

目標値比 % -1.0% -4.67％ 

灯油 

実量 L 534 505 

〇  隙間を塞ぐなど工夫が見られた 

目標値比 % -0.5% -5.43％ 

LPG 

実量 kg 15.12 14.80 
〇 

 ポットの使用など必要最低限に

している 
目標値比 % -0.5% -2.12% 

水使用量 

実量 m3 390 427 

× 
 水道の締め忘れやトイレの流し

っぱなしなど気を付ける 
目標値比 % -0.5% +9.49％ 

化学物質 

実量  適正管理する 適正管理した 

〇 

 環境に配慮した、代替案により印

刷物を減らしている。また、使用

した化学物質については適正管

理した 
目標値比    

資源 

（クラフト紙） 

実量 kg 896 950 
× 

 新規受注により紙の使用量は増

加しているが、再利用できるもの

は再利用している 
目標値比 % -0.5% +6.03% 

一般廃棄物 

実量 kg 617 530 
〇 

 特に紙、プラスチックの分別の意

識は高まっている 目標値比 % -0.5% -14.10% 

環境に配慮した

製品の提案 
 件 7 件 7 件 〇  再生原料、バイオ原料製品の拡販 

 

※ 評価 ○:+0%以下 △:+1%∼+5% ×:+6%以上 

※ 目標値比＝[（実績値―目標値）÷目標値]×１００ 
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7.  環 境 経 営 計 画 の 評 価 と 今 後 (次 年 度 )の 取 り 組 み  

 
 
 

環境活動項目 活動内容 評価 コメント 今後 

① 電気使用量の削減 

 設備稼働日数の削減 ◯ 生産性の向上により削減した 継続 

 日中、不要時の消灯、電源 off ◯ 貼り紙を追加し、継続して呼びかけ 継続 

 空調の適温化 ◯ 冷房 28℃程度、暖房 20℃程度にした 継続 

② ガソリン、軽油使用量削減 

 配送、営業の効率化(ルート選定) ◯ 配送の効率は上がり、軽油の削減は達成 継続 

 エコドライブ(燃費管理) × 業務に支障のない範囲で管理方法を模索 継続 

 倉庫の 5S、動線の改善 ◯ 棚を設置するなど、改善はされている 継続 

③ 灯油、LPG 使用量削減 

 必要な区域や時間に限定して使用 ◯ 不要時のストーブの使用を無くした 継続 

 断熱シート等で、熱のロスを防ぐ ◯ 屋根の断熱材の追加をした 継続 

 保温用ポットの使用 ◯ ポットは活用できている 継続 

④ 水使用量の削減 
 節水の呼びかけ ◯ 

節水の呼びかけはできているが、水道の出しっぱ
なしなどがあった 

継続 

 装置洗浄における水使用量の削減 ◯ バケツを使用して水の使用量の削減に努めた 継続 

⑤ 化学物質の削減 
 トルエン排出量の削減 ◯ 印刷の削減が提案営業でできている 継続 

 インキ、溶剤の適正発注、適正管理 ◯ 法に従い管理している 継続 

⑥ 資源の有効活用 

 資材の再利用(クラフト紙等) ◯ 再生紙で良いものは全て再生紙で対応 継続 

 簡易包装の徹底 △ 運搬先に最適な包装を考える 継続 

 包装単位、包装形状の考察 △ 製品の折りたたみ方の改善を繰り替えしていく 継続 

⑦ 一般廃棄物の削減 

 製品ロスの削減 ◯ 仕入先とも協力し段取りを減らしている 継続 
 再生製品の製造量の拡大 ◯ 再生原料の使用を増やしている 継続 

 分別の徹底(廃プラスチック、紙) ◯ 紙、プラスチックのリサイクルが増加 継続 

 コピー用紙、封筒の再利用 ◯ 裏紙の再利用をしている 継続 

 FAX の PDF 化 ◯ FAX を減らしている 継続 

 再資源化の推進(紙管、パレット) ◯ リサイクルできている 継続 

⑧環境に配慮した製品の提案 

 再生原料製品の代替提案 

 原料使用量を抑えた製品の開発・

提案 

 バイオマス製品の提案 

◯ 提案ができている 継続 

⑨  環境教育、環境美
化活動 

 全社員で環境目標の共有 ◯ 毎週のミーティングで確認できている 継続 

 工場周辺の緑化に取り組む ◯ 事務所、工場周辺の緑化や美化に取り組んだ 継続 
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8.  自 社 の 取 り 組 み  

 

(1) 社内での取り組み 

♢水銀灯の LED 化、不必要な場所の照明の消灯♢ 

  
 

♢包装紙のリサイクルや分別リサイクルの促進♢ 

  
 

(2) 社外での取り組み 

♢工場周辺のごみゼロ活動、工場周辺の河川の清掃活動♢ 
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(3) 緊急時対策訓練 

作成日：2023/6/6 

作成者：粂田良   

 

印刷工場の火災訓練（5） 

 

訓練目的 火災発生時の手順の確認 

訓練種目 火災訓練 訓練時間 2023/6/6 8:00∼8:40 

訓練場所 事務所→印刷工場 参加者 全社員 

想定 印刷作業中工場から発火 

対応策・訓練内容 

①火災時の現場対応マニュアルの確認 

 

②初期消化活動 

 

③避難、応急処置方法の確認 

 

④ 危険物の保管・管理点検 

 

  
 

追加対策 
火災報知器の更新 

避難経路や消火器の位置等位置図、連絡網の確認 
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9.  環 境 関 連 法 規 制 へ の 違 反 、 訴 訟 等 の 有 無  

 

(1) 環境関連法規等の遵守状況 

当社に適用される、環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありま

せんでした。 
 

評価日 2023 年 7 月 

法律・条例  遵守事項、規制基準 当社の適用 遵守 

廃棄物処理法 

第 5 条 所有・占有・管理土地の清潔の保持 不適正処理廃棄物発見の速やかな通報等 ○ 

第 6 条の 2 第 6 項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の順守 ○ 

消防法 

第 9 条の 4 少量危険物及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準 第四類 第一石油類 ガソリン・トルエン等 ○ 

第 11 条 指定数量以上の危険物保管の届出 指定数量以上の危険物保管の消防署への届け出 ○ 

第 13 条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 ○ 

第 17 条の 3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 ○ 

浄化槽法 

第 10 条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○ 

第 11 条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施(1 回/年) ○ 

REACH 規制  REACH 適合材料の納入  ○ 

 

(2) 違反、訴訟の有無 

過去 3 年間にわたり、当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴

訟はありませんでした。 
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10.  代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価  

 
2023 年 11 月 20 日 

(1) 見直し結果 

 

 項目 見直しの有無 コメント 

1 環境経営方針 無 現時点での見直しは不要とする 

2 環境経営目標 有 環境経営目標を新たに設定する 

3 環境経営計画 無 現時点での見直しは不要とする 

4 環境マネジメントシステム 無 現時点での活動に問題はないと判断する 

 

(2) 活動結果の評価 

 

 項目 評価 

1 環境経営目標達成状況 製造、配送など分野ごとに効率化は進んでいる 

2 環境経営計画実行状況 
責任者の横の繋がりも大事にし、今後も継続して取り組ん

でいく必要がある 

3 環境マネジメントシステム 担当者が責任感を持って目標に向かい実行している 

4 環境関連法規等の遵守 遵守されている 

5 外部への対応 近隣より苦情はなし。工場周辺外の 5S も推進する 
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